
 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集・発行 

（公財）札幌国際プラザ・ 

札幌ホームステイ協会 

第 92号 2026年 1月  

「日本文化体験交流会」を終えて 

 娘ともども楽しく有意義な時間を過ごさせていただきました。茶道、着付けの奥深さを

知り、日本文化やそれを伝えていくことにますます興味をもちました。（母） 

 茶道は今まであまり触れたことがなく、実際の作法を学んだのは今日が初めてでしたが、 

～Tさん親子からの感想～ 

相手への敬意を意識するということが興味深く勉強になりました。 また最後に参加者全員で輪になって踊った北海

盆踊りとマイムマイムは、踊るのが小学生以来ということもあり、とても楽しかったです。価値観や文化の違いを

理解するには、知識だけでなく、自分から触れて一緒に楽しむ経験が大切であることを実感することができました。

学校という学生にも身近な場所でもこのような活動を行い、より多くの学生にも価値観や文化の違いを実感しても

らいたいです。（娘） 

令和 7 年度の二大行事の一つである「日本文化体験交流会」は、

7 月 12 日（土）、札幌国際プラザを会場に開催されました。外国

人ゲスト 6 名、会員 15名、プラザ職員 3 名が参加し、盛大で和

やかな交流のひとときとなりました。今回のプログラムは、浴衣の

着付け体験、抹茶おもてなし体験、そして「北海盆踊り」の三本立

てです。外国人ゲストだけでなく会員も楽しみ、「時間にゆとりが

あり充実していた」との声が聞かれました。  

まず、浴衣体験では、用意した浴衣や帯の中から好きなものを選び、色や柄の組み合わせを真剣に考える

姿が印象的でした。髪飾りも添えて着付けを整えた後、全員で記念撮影を行いました。続いての茶道体験で

は、略盆点前のデモンストレーションを披露し、お菓子とお茶の頂き方を体験していただきました。ホスト

役は上手に茶筅を扱いながら、ゲスト役は「お点前頂戴します」「美味しくいただきました」と笑顔で言葉

を交わしていました。抹茶とお饅頭は大変好評で、おかわりを楽しまれる方もいらっしゃいました。一碗の

おもてなしには、相手を思いやる心と、世界平和につながる“和の精神”が込められています。 

最後は、提灯が揺れる中での盆踊り。掛け声を練習し、全員で輪になって

踊りました。若い参加者と一緒に「マイム・マイム」も楽しみ、自然と笑顔

がこぼれました。浴衣をまとい、抹茶を味わい、一緒に踊る―その一体感を

通して、文化にふれながら心が通い合う時間となりました。お手伝いくださ

った渡辺様、そして息の合った連携で会を盛り上げてくださった皆様に心よ

り感謝申し上げます。 

国際プラザ様には開催にあたり「札幌ホームステイ協会」バナー制作にもお力添えをいただき、誠にあり

がとうございました。今後とも変わらぬご支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

会長（研修幹事兼務） 細川 道子 



 

 

 

 

 

JENESYS2025 日本・インドネシア・タイ・マレーシア若手メディア関係者 

政治・経済・文化交流（招へいプログラム）ホームステイ 

 インドネシア・タイ・マレーシアから 16 名の若手メディア関係者が、日本への理解を深めるとともに、

関連施設の視察や文化体験を通じて、将来の友好・協力ネットワークを構築するために日本を訪れました。

このうち、国際プラザのホームステイボランティア 4 家庭が 8 名のホームステイを受け入れました。交流

のひとときは、双方にとってかけがえのない時間となりました。 

 あるホストファミリー（西区・Nさん）の家庭での様子をご紹介します。 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 国際プラザ主催の研修会イスラム教の礼拝所「札幌マスジド」への訪問は、イスラム教を信仰するムス

リムのゲストの方々も多くなるなかで、ボランティアが食事を含む習慣の違いを理解したりボランティア

の疑問を解消したりまた、ムスリムの方々に親近感を持ってもらい、今後の受入れに役立てもらいたいと

いう目的で行われました。 

～マスジト様、国際プラザ様、担当の会員の皆様にお礼申し上げます～ 

・本やニュースではわからない、ムスリムのリアルな日常の一端を垣間見ることがで

き、また、ハラールについての知識も深まり、実り多い経験となりました。（T.M.さん） 

・絨毯の向きがメッカを向いていたり、マスジドでのお祈りの時間がデジタルで表示

されていたりするなど、実際に行かなければわからないことを知ることができて、よ

かったです。（T.R.さん） 

・普段なかなか体験できないモスクの見学とお祈りシーン、とても印象的でした！イスラムの世界が身近になった気が

します。（M.K.さん） 

・共存共生、まず私たちが寛容にならなければならないと思います。そのことについて国際プラザの行事はとても勉強

になりました。イスラム文化も素晴らしいと思いました。（E.A.さん） 

・普段行くことのないモスク内の見学。綺麗で立派でした！師のお話、お祈りをリアルタイムで見せていただき信仰に

ついて考える良い機会でした。宗教、人種に関わらず広い心の自分でいたいなと思いました。（K.M.さん） 

・訪問にあたり、場所を調べましたら私の自宅に近いことに驚きました。こんなに近いのなら、イスラム教のゲストが

来た時に連れて行ってあげられたのにと思いました。何度となく通っている道なのに、マスジドがそこにあることに今

まで全く気づきませんでした。意識の差、今までは自分に関係のない場所であったため気にする事がなかった場所であ

り宗教でありました。今回見学をさせていただき、先生（指導者）のお話を聞いて自分にとって少し気になる場所であ

り宗教になりました。（Y.S.さん） 

・触れたことのないイスラム教を肌で感じて直接お話を聞けたことで少し身近に感じました。また質問を沢山受けてく

ださったので知ることが多かったです。もっと聞きたかったのですが時間も限りがあったので残念でした。（N.Y.さん） 

・マスジド訪問は私にとって初めての体験でした。一見、普通の建物に見えますが、中には綺麗なブルーの絨毯が敷か

れ、天井には大きなキラキラ輝くライトがあり、そこにアラビア語が書かれていました。ムスリムは 1 日 5 回お祈り

をする前に頭や手や足を洗うそうです。日本人が神社を参拝する時の手水に似ているなと感じました。今まで知らなか

ったことが学べて本当に良い時間を過ごすことができました。（N.T.さん） 

・「札幌マスジト訪問」は素晴らしい行事でした。イマームの懇切丁寧なお話は、イスラム文化、コーランの教えに基

づいた生活、お祈りの礼法、女性へのリスペクト、断食などなど隈なく紹介していただきました。あらためて異文化理

解、違いを違いとして認め共存する大切さを学ぶ事が出来ました。特に感銘を受けたのは、親御さんと一緒にお祈りを

する子どもの姿です。（会長 細川道子） 

「何が食べられるの？食べられないもの

は？」、「お祈りはいつ、どこでするの？

必ずするの？」、「女性を受け入れるとき

に気を付けることは？」 

気になるよね．．． 

・ホームステイ協会のハラールの食事体験で一層文化に対する理解が深まりました。 

・ハラール料理は 3種類のカレー、チーズナン、マンゴージュースをいただきました。とてもおいしかったです。 

・ランチタイムでの珍しいパキスタン料理？楽しかったです‼️（笑） 

研修会のあと、会員間の交流会も行いました！ 

「札幌マスジド訪問」に参加してきました 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

札幌国際プラザより 

 新年おめでとうございます。本年が皆さまにとってより良い一年になりますよう、職員一同お祈り

申し上げます。札幌市に住む外国人の数は、令和 7年 11月時点 23,290人と過去最多を更新しまし

た。出身地も様々ですし、働く人、勉強する人、帯同家族など住む理由も様々ですが、言葉や文化の違

いにより、壁が生じることがあります。誰もが安心して生き生きと暮らせる街・札幌を目指し、国際

プラザは引き続き努力して参りますので、ホームステイボランティアの皆さまにも、ホームステイ／

ビジットの受入れを通じて多文化共生の街づくりの一翼を担っていただけると嬉しく思います。 

編集後記（広報幹事 山本 紀美代） 

 ２回のイベントを通してたくさんの学びや楽しい時間がありました。みなさんにその一端をお伝えする

ことが出来たら嬉しいです。今年もみなさんにとって、良いお年でありますように！ 

   

札幌ホームステイ協会より 

 今年度も札幌ホームステイ協会の活動にご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございました。

副会長として皆さまとご一緒できましたことに、心より感謝申し上げます。 7月には日本文化体験

交流会を開催し、浴衣や、茶道など日本の魅力を体験していただきました。会員の皆さまと準備を

進める時間もとても楽しく、交流の温かさをあらためて感じるひとときとなりました。 また 10月

には札幌マスジドを訪問し、イスラム文化に触れる貴重な機会となりました。多様な価値観を尊重

し合うことの大切さを学び、心豊かな交流の時間を共有することができました。 国際交流は“心の

かけはし”を築く活動です。皆さまのお力添えがあってこそ続けられるものです。来年度もさらに

交流の輪が広がることを願い、引き続きどうぞよろしくお願いいたします。 

                                   副会長 岡林 裕之 

 

 ゲストへの「おもてなし」これは私たちが日本人だから考えるのかもしれません。娘が小学生の

時カナダにホームステイしたことがありますが、ホストファミリーは娘をお客様扱いするわけで

なく家族と同じく普通に接していたようです。特別なことがなくても、娘は楽しかったよと・・・。

異国の地で普通の暮らしを体験するだけで満足したようです。 

 そんなに気を遣わなくても良いのだと思いながらも、ゲストをお迎えする時はついあれこれと

欲張ってしまいます。特にご飯はどうしようかと悩みますが、食に興味津々の女の子たちとスーパ

ーマーケットに行って日本の食材を買いお料理も一緒に作ります。ボストンから来た女の子には

生寿司の握り方を、韓国の女の子には稲荷寿司を教えてあげました。二人とも意外と簡単にできる

のねと、とても喜んでくれて自分で作ると人一倍美味しいわと満足気でした。 

 お料理はゲストの人柄を知ることができ、さらに親しくなるきっかけになるのでは思います。 

私流ゲストのおもてなし（北区 Mさん） 


